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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
尾
瀬
沼
、
那

須
岳
、
谷
川
岳
、
苗
場
山
、
高
尾
山
周
辺
、

富
士
山
、
小
笠
原
諸
島
な
ど
11
署
（
所
）

21
地
区
で
約
90
名
の
森
林
保
護
員
（
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
以
下
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ

と
い
う
。
）
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

主
な
業
務
と
し
て
は
、
登
山
利
用
の
多

い
休
日
等
を
重
点
的
に
巡
視
を
行
い
、
入

込
利
用
者
等
へ
の
指
導
・
啓
発
活
動
、
コ
ー

ス
案
内
、
動
植
物
等
の
解
説
、
危
険
木
の

処
理
や
登
山
道
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

小
笠
原
諸
島
で
の
取
組

今
回
は
、
小
笠
原
諸
島
で
巡
視
活
動
等

に
従
事
し
て
い
る
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

現
在
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護

地
域
で
は
、
父
島
６
名
、
母
島
６
名
の
12

名
の
体
制
で
Ｇ
Ｓ
Ｓ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。小

笠
原
諸
島
が
、
平
成
23
年
度
に
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
以
降
、
来
島
者

数
が
大
幅
に
増
加
し
、
特
に
世
界
自
然
遺

産
地
域
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
森
林
生
態

系
保
護
地
域
を
訪
れ
る
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

当
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
利
用
者
数
は
、

平
成
22
年
度
の
１
万
４
千
人
か
ら
24
年
度

は
２
万
６
千
人
へ
と
登
録
前
に
比
べ
約

１
・
９
倍
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

指
定
ル
ー
ト
と
は
、
森
林
生
態
系
保
護

地
域
設
定
の
際
、
固
有
生
態
系
へ
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
従
前
よ
り

利
用
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ト
の
中
か
ら
、
希

少
な
動
植
物
へ
の
影
響
や
安
全
性
等
を
考

慮
し
た
ル
ー
ト
で
、
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
つ
い
て
の
利
用
講
習
を
受
講
し
た
ガ

イ
ド
等
の
同
行
が
な
け
れ
ば
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
ル
ー
ト
へ
入
林
す
る
際
に
は
、
入

口
に
設
置
し
て
あ
る
外
来
種
を
持
ち
込
ま

な
い
た
め
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
装
置
を
必
ず

利
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
使
用

方
法
・
目
的
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
、
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
チ
ラ
シ
・
し
お
り

を
使
っ
た
普
及
活
動
、
指
定
ル
ー
ト
の
巡

視
及
び
点
検
を
行
い
危
険
箇
所
の
把
握
や

表
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
取
組

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

父
島
に
お
い
て
は
地
元
小
学
生
を
対
象
と

し
て
い
る
環
境
教
育
に
参
加
し
、
固
有
動

植
物
の
保
護
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
は
「
身
近
に
生
育
・
生
息

し
て
い
る
固
有
動
植
物
の
解
説
が
理
解
し

や
す
か
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
母
島
に
お
い
て
は
東
京
都
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
協
力
し
、
乳
房
山
周
辺
で
外
来

種
で
あ
る
オ
オ
バ
ナ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
の
抜

き
取
り
作
業
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

今
後
に
つ
い
て

小
笠
原
諸
島
は
、
一
度
も
大
陸
と
つ
な

が
っ
た
こ
と
の
な
い
海
洋
島
で
、
動
植
物

は
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
自
然
を
後
世
に
残
し
て
い

く
た
め
、
地
道
な
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
を
行
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
関
東
の
森
か
ら
」
を
ご
覧
に
な
っ
た

方
で
小
笠
原
諸
島
を
訪
れ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
が
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
ら
「
ご

苦
労
様
」
と
一
声
掛
け
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

平成２５年１１月１４ 日 関 東 森 林 管 理 局 第１１６号（２）

小学生への環境教育活動

計
画
保
全
部

保
全
課

ＧＳＳによるクリーニング装置の説明

チラシによる啓蒙活動



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
民
の
皆
様

の
声
を
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
た

せ
て
い
く
た
め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

平
成
24
・
25
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
は

現
在
、
69
名
の
方
に
依
頼
し
、
毎
月
国
有

林
に
関
す
る
資
料
の
送
付
な
ど
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

へ
国
有
林
野
事
業
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

直
接
意
見
を
伺
う
た
め
、
毎
年
、
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
去
る
10
月
４
日
、
東
京
都
八

王
子
市
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
都
県
よ
り
、
12
名
の
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

台
風
15
号
（
平
成
23
年
）
に
よ
る
風
倒
被

害
木
の
処
理
跡
地
の
視
察
お
よ
び
高
尾
森

林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
開
催
の
森
林

教
室
の
見
学
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

台
風
15
号
（
平
成
23
年
）
に
よ
る
風

倒
被
害
木
の
処
理
跡
地
の
視
察

ま
ず
始
め
に
、
高
尾
山
大
平
国
有
林
に

て
、
台
風
15
号
に
よ
る
風
倒
被
害
木
の
処

理
跡
地
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署
長
よ

り
、
風
倒
被
害
木
の
把
握
、
搬
出
、
登
山

者
へ
の
周
知
方
法
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
方
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

特
に
被
害
木
の
搬
出
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
使
用
し
た
説
明
に
は
、
多
く
の
方
が
興

味
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
視
察
の
途
中
に
、
高
尾
山
や
国

有
林
の
境
界
標
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
が
行

わ
れ
、
多
く
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
が
境
界

標
や
境
界
標
に
ま
つ
わ
る
歴
史
な
ど
の
話

に
も
興
味
を
持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。

森
林
教
室
の
見
学

午
後
か
ら
は
、
高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て
い
た
小
学
生
を

対
象
と
し
た
森
林
教
室
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
方
か
ら
は
、
こ
の

よ
う
な
森
林
教
室
に
つ
い
て
「
子
供
へ
の

啓
蒙
活
動
は
重
要
な
の
で
継
続
し
て
実
施

し
て
欲
し
い
」
「
自
分
の
子
供
に
も
見
せ

た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
環
境
教
育
が
ソ
フ
ト
面
の
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
ご
理

解
を
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

意
見
交
換
会

意
見
交
換
会
で
は
、
冒
頭
、
関
東
森
林

管
理
局
次
長
よ
り
国
有
林
野
事
業
情
勢
の

説
明
を
交
え
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
へ
の
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
関
東
森
林
管
理
局

及
び
東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署
の
取
組
の

説
明
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
民
有
林
へ
貢
献
す
る
取
組
の
推
進
」

「
森
林
環
境
教
育
の
継
続
及
び
拡
充
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
と
連
携
」
「
国

有
林
野
事
業
や
林
野
行
政
の
情
報
発
信
の

あ
り
方
」
「
国
有
林
野
事
業
の
一
般
会
計

化
に
つ
い
て
」
な
ど
様
々
な
質
問
や
提
言

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。い

た
だ
い
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
国
有
林
野
事
業
に
活
か
せ
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

（３）平成２５年１１月１４日 関 東 森 林 管 理 局 第１１６号

小山関東森林管理局次長の挨拶（意見交換会）

説明を受ける国有林モニター（風倒木処理跡地視察）

意見交換会の様子

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催総

務
企
画
部

企
画
調
整
課



治
山
研
究
会
主
催
の
治
山
研
究
発
表
会

が
10
月
２
日
～
３
日
に
東
京
都
渋
谷
区
代
々

木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
で
各
森
林
管
理
局
、
地
方
公

共
団
体
、
民
間
事
業
体
等
の
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

治
山
研
究
発
表
会

本
発
表
会
で
は
「
治
山
計
画
、
地
す
べ

り
の
取
組
」
「
斜
面
・
渓
流
対
策
等
の
取

組
」
「
緑
化
、
環
境
へ
の
配
慮
の
取
組
」

「
森
林
造
成
・
整
備
、
木
材
利
用
の
取
組
」

の
４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
別
に
計
43
の
課
題

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
「
斜
面
・
渓
流
対
策
等
の

取
組
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
天
竜
森
林
管

理
署
治
山
グ
ル
ー
プ
湯
本
治
山
技
術
官
と

国
土
防
災
技
術
（
株
）
静
岡
支
店
高
島
総

括
課
長
に
よ
る
「
水
窪
町
で
発
生
し
た
土

砂
ダ
ム
の
調
査
、
解
析
事
例
に
つ
い
て
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
で
は
、
平
成
23
年
９
月
に
近

畿
・
東
海
地
方
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
台

風
12
号
の
影
響
で
、
静
岡
県
浜
松
市
の
水

窪
ダ
ム
上
流
域
に
お
い
て
発
生
し
た
大
規

模
山
腹
崩
壊
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
土
砂
ダ

ム
つ
い
て
、
タ
ン
ク
モ
デ
ル
を
用
い
た
土

砂
移
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
土
砂

ダ
ム
の
安
定
度
評
価
を
行
っ
た
こ
と
及
び

マ
ス
コ
ミ
対
応
を
始
め
関
係
機
関
へ
の
緊

急
通
報
体
制
等
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
高
く
評
価
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

治
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
日
目
に
は
、
「
後
世
に
伝
え
る
べ
き

治
山
～
よ
み
が
え
る
緑
～
」
を
記
念
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
今
回
選
定

さ
れ
た
60
選
の
選
考
状
況
が
選
定
委
員
会

座
長
で
あ
る
太
田
猛
彦
東
京
大
学
名
誉
教

授
よ
り
発
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
界
有

識
者
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
局
が
推
薦
し
た
、
大
規
模
な
山
火
事

と
足
尾
銅
山
に
よ
る
過
伐
採
、
亜
硫
酸
ガ

ス
の
被
害
に
よ
り
、
消
失
し
た
森
林
の
復

旧
に
取
り
組
ん
だ
「
足
尾
荒
廃
地
の
緑
の

復
元
（
足
尾
治
山
事
業
）
」
及
び
平
成
16

年
10
月
23
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地

震
で
被
災
し
た
地
す
べ
り
の
復
旧
に
取
り

組
ん
だ
「
新
潟
県
中
越
地
震
で
発
生
し
た

地
す
べ
り
か
ら
住
民
の
生
活
を
守
る
中
越

地
区
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
」
の
２
箇

所
の
治
山
事
業
地
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成２５年１１月１４日 関 東 森 林 管 理 局 第１１６号（４）

発表する湯本治山技術官

復旧が進む新潟県中越地震の施工地

治山シンポジウムの様子

復旧が進む足尾の施工地

第
53
回
治
山
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

計
画
保
全
部

治
山
課



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
市
民

の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
夏
期
に
実
施
し
た
活
動
の
中

か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

「
子
ど
も
樹
木
博
士
と
木
工
体
験
」

子
ど
も
を
中
心
に
多
く
の
人
々
が
樹
木

を
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、

森
林
に
親
し
ん
で
も
ら
う
機
会
と
な
る
よ

う
、
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
認
定
基
準
に
基
づ
き
、
親
子
27
名
を
対

象
に
8
月
23
日
（
金
）
「
子
ど
も
樹
木
博

士
と
木
工
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
（
１
年
生
か
ら

５
年
生
）
は
、
最
初
「
木
の
名
前
を
30
も

覚
え
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ざ
本
番
に
な
る
と
み
ん
な
夢
中

に
な
り
、
昼
休
み
も
惜
し
ん
で
一
生
懸
命

に
覚
え
て
い
ま
し
た
。

認
定
は
、
30
種
類
の
樹
種
名
を
回
答
し

て
全
問
正
解
で
３
段
、
20
問
か
ら
29
問
正

解
で
２
段
、
11
問
か
ら
19
問
正
解
で
初
段
、

10
問
正
解
で
１
級
、
９
問
正
解
で
２
級
、

８
問
正
解
で
３
級
と
６
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

判
定
の
結
果
は
、
５
名
が
全
問
正
解
の

３
段
を
獲
得
し
、
他
の
参
加
者
も
好
成
績

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
来
年
参
加
し
た

い
」
な
ど
と
大
変
好
評
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

「
森
林
カ
レ
ッ
ジ
Ⅱ
」

森
林
カ
レ
ッ
ジ
Ⅱ
は
、
東
京
農
業
大
学

の
宮
林
茂
幸
地
域
環
境
科
学
部
長
・
教
授

（
美
し
い
森
林
づ
く
り
全
国
推
進
会
議
事

務
局
長
）
を
お
招
き
し
、
参
加
者
24
名
で

「
森
に
学
ぶ
～
森
づ
く
り
・
こ
と
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
～
」
の
講
義
と
下
刈
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
森
林
は
、
人
間
を
育
て
、

物
、
人
、
地
域
社
会
を
つ
く
る
場
で
あ
り
、

人
づ
く
り
の
基
で
あ
る
。

今
、
大
切
に
守
り
・
育
て
・
活
用
し
、

次
世
代
に
渡
し
て
行
く
こ
と
が
、
日
本
の

生
活
文
化
、
木
の
文
化
を
再
生
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
平
国
有
林
で
下
刈
作
業
を

体
験
し
「
下
刈
作
業
は
大
変
な
こ
と
が
実

感
で
き
た
」
「
日
常
で
は
体
験
で
き
な
い

こ
と
が
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
」
等
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
森
林
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
は
、

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
高
尾
（
Ｆ
Ｓ
高
尾
）

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
、
当
セ

ン
タ
ー
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や

地
域
の
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
教
職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」

環
境
教
育
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
明

日
へ
の
指
導
に
活
か
す
大
き
な
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
に
と
八
王
子
市
教
育
委
員
会

か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
八
王
子
市
内
の
小
・

中
学
校
教
職
員
24
名
を
対
象
に
森
林
教
室

を
7
月
31
日
（
水
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
森
林
・
林
業
の
現
状
に
つ
い

て
解
説
し
た
後
、
間
伐
体
験
、
刃
物
の
研

ぎ
方
、
丸
太
切
り
、
く
い
作
り
、
ま
き
割

り
等
の
体
験
を
実
施
し
、
先
生
方
は
慣
れ

な
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

特
に
、
刃
物
の
研
ぎ
方
で
は
、
初
め
て

に
も
か
か
わ
ら
ず
素
晴
ら
し
い
研
ぎ
具
合

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
先
生
方
は
「
講
義
を
聴
い
て
、

林
業
や
地
球
環
境
の
課
題
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」
「
慣
れ
な
い
刃
物
研
ぎ
も
や
っ

て
み
れ
ば
楽
し
い
。
自
宅
に
帰
っ
た
ら
包

丁
を
研
ぎ
ま
す
」
等
の
反
響
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（５）平成２５年１１月１４日 関 東 森 林 管 理 局 第１１６号

八王子市教職員研修の様子

子ども樹木博士の様子

集合写真（下刈作業：前列中央が宮林先生）



那
須
連
山
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
国
有
林
で

環
境
省
が
指
定
す
る
日
光
国
立
公
園
に
も

な
っ
て
お
り
、
緑
豊
か
な
地
域
で
す
。

ま
た
、
首
都
圏
に
近
く
交
通
ア
ク
セ
ス

の
便
利
さ
と
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
運
行
に
よ

り
簡
単
に
登
山
を
楽
し
め
る
山
と
し
て
年

間
70
万
人
も
の
ハ
イ
カ
ー
や
登
山
者
で
賑

わ
う
人
気
の
山
で
す
。

し
か
し
、
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
く
、

登
山
中
に
強
風
、
霧
（
ガ
ス
）
に
よ
る
視

界
不
良
等
に
よ
り
山
岳
遭
難
が
発
生
し
ま

す

。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
、

地
元
那
須
町
と
那
須
塩
原
市
の
山
岳
会
に

所
属
す
る
有
志
で
那
須
山
岳
救
助
隊
が
組

織
さ
れ
、
昭
和
36
年
か
ら
活
動
を
続
け
、

現
在
も
、
消
防
や
警
察
と
と
も
に
遭
難
者

の
救
助
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
と
の
か
か
わ
り
は
、
平
成
21
年

よ
り
塩
那
森
林
管
理
署
で
、
那
須
連
山
の

森
林
保
護
と
登
山
者
の
安
全
指
導
を
目
的

と
し
た
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

（
以
下
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
と
い
う
。
）
の
人
員
募

集
が
あ
り
、
他
の
救
助
隊
員
と
と
も
に
応

募
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
は
、
那
須
連
山
の
茶
臼

岳
周
辺
と
、
麓
の
ア
カ
マ
ツ
林
で
有
名
な

那
須
街
道
周
辺
で
パ
ト
ロ
ー
ル
、
登
山
コ
ー

ス
の
案
内
等
を
行
う
業
務
で
、
７
月
か
ら

11
月
末
ま
で
の
休
日
等
に
二
人
一
組
で
、

月
に
４
～
５
回
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま

す
。茶

臼
岳
（
１
９
８
５
㍍
）
周
辺
の
登
山

ル
ー
ト
は
森
林
限
界
が
１
５
０
０
㍍
付
近

で
、
そ
れ
か
ら
上
は
砂
礫
帯
、
ガ
レ
場
及

び
岩
場
が
続
く
た
め
、
登
山
者
が
ど
こ
で

も
歩
い
て
し
ま
い
、
高
山
植
物
や
他
の
植

生
を
傷
め
て
し
ま
う
問
題
の
あ
る
登
山
道

で
し
た
。

ま
た
、
天
候
の
悪
化
に
よ
り
視
界
が
悪

く
な
る
と
登
山
者
が
道
に
迷
っ
て
し
ま
い
、

遭
難
を
多
発
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
で
そ
ん
な
状
況
を
解
決

す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
登
山
者

が
歩
行
で
き
る
ル
ー
ト
を
規
制
し
、
高
山

植
物
等
の
回
復
・
保
護
及
び
道
の
明
確
化

に
よ
り
遭
難
の
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
、
塩
那
森
林
管
理
署
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
ル
ー
ト
を
規
制
す
る
た
め
の
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
プ
と
そ
れ
を
止
め
る
鉄
杭
を
支
給

し
て
も
ら
い
、
登
山
者
の
多
い
峰
の
茶
屋

ル
ー
ト
か
ら
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
現
在
も

少
し
づ
つ
路
線
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
か
ら
、

登
山
道
が
明
確
と
な
り
、
植
生
が
保
護
さ

れ
高
山
植
物
で
あ
る
リ
ン
ド
ウ
、
ハ
ク
サ

ン
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
コ
メ
ス
ス
キ
、
シ
ラ
ネ

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
は
明
ら
か
に
増
え
て
い
ま

す

。
ま
た
、
設
置
し
た
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
は

濃
霧
時
の
登
山
道
の
道
し
る
べ
と
し
て
の

効
果
は
て
き
め
ん
で
、
登
山
ル
ー
ト
を
外

れ
る
遭
難
事
故
は
ロ
ー
プ
設
置
地
域
で
は

無
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
は
ほ
と
ん
ど
山
岳
救

助
隊
員
で
あ
る
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
登

山
者
の
救
助
や
負
傷
手
当
、
道
案
内
、
登

山
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
活
動
は
那

須
岳
国
有
林
へ
入
ら
れ
る
ハ
イ
カ
ー
や
登

山
者
に
と
っ
て
は
、
お
助
け
ス
タ
ッ
フ
と

も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
那
須
連
山
に
登
る
登
山
者
の
安

全
、
高
山
植
物
等
の
保
全
・
保
護
の
た
め

Ｇ
Ｓ
Ｓ
活
動
事
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

平成２５年１１月１４日 関 東 森 林 管 理 局 第１１６号（６）

「
登

山

者

の

安

全

の

た

め

に
」

那
須
山
岳
救
助
隊

副
隊
長

渡
部

逸
郎

パトロールに向かうＧＳＳ

ヘリコプターによる救助活動

グリーンロープの設置状況



私
が
勤
務
す
る
湊
森
林
事
務
所
は
、

福
島
県
の
会
津
若
松
市
に
所
在
し
、

約
３
３
２
０
㌶
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
津
若
松
市
は
、
大
河
ド

ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
舞
台
と
な
っ

て
お
り
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

平
成
23
年
に
赤
瓦
に
葺
き
替
え
ら

れ
幕
末
当
時
の
姿
に
再
現
さ
れ
た
鶴
ヶ

城
を
は
じ
め
、
白
虎
隊
が
自
刃
し
た

悲
劇
の
地
と
知
ら
れ
る
飯
盛
山
、
そ

の
他
に
も
郷
土
料
理
や
東
山
温
泉
な

ど
見
ど
こ
ろ
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

管
内
は
、
会
津
若
松
市
内
か
ら
猪

苗
代
湖
西
部
ま
で
の
標
高
約
３
０
０

㍍
～
１
０
０
０
㍍
の
比
較
的
な
だ
ら

か
な
地
形
に
国
有
林
が
分
布
し
、
そ

の
約
半
分
が
ス
ギ
・
ア
カ
マ
ツ
・
カ

ラ
マ
ツ
の
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

管
理
面
積
の
大
部
分
は
保
護
林
を

連
結
さ
せ
野
生
動
植
物
の
生
活
の
場

を
広
げ
、
よ
り
多
様
な
森
林
生
態
系

の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
た
「
会

津
山
地
緑
の
回
廊
」
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
「
遊
々
の
森
」
を
は
じ
め

地
元
の
学
校
等
が
森
林
環
境
教
育
の

場
と
し
て
体
験
林
業
や
散
策
な
ど
に

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

管
内
の
中
心
に
位
置
す
る
背
あ
ぶ

り
山
（
昔
、
地
元
の
人
が
こ
の
山
を

越
え
て
行
商
・
山
仕
事
な
ど
に
行
く

途
中
、
朝
は
東
か
ら
の
上
る
朝
日
を
、

帰
り
は
沈
む
夕
日
を
背
中
に
浴
び
な

が
ら
家
路
に
つ
い
た
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
つ
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
）
は

「
会
津
東
山
自
然
休
養
林
」
に
指
定

さ
れ
、
森
林
浴
や
自
然
観
察
等
に
適

し
広
く
国
民
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
背
あ
ぶ
り
山
は
「
日
本
森

林
浴
の
森
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て

お
り
、
カ
タ
ク
リ
や
ユ
キ
ツ
バ
キ･

カ

ワ
セ
ミ
な
ど
の
動
植
物
が
多
く
生
息

し
て
い
る
森
林
で
、
15
本
の
遊
歩
道

が
設
け
ら
れ
、
山
頂
付
近
は
展
望
台
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど

が
あ
る
「
背
あ
ぶ
り
山
公
園
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

山
頂
付
近
の
高
原
は
、
豊
臣
秀
吉

が
奥
州
仕
置
き
の
際
に
こ
の
背
あ
ぶ

り
山
か
ら
の
雄
大
な
眺
望
に
見
と
れ

一
席
茶
会
を
開
い
た
こ
と
か
ら
「
関

白
平
」
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

は
猪
苗
代
湖
、
安
達
太
良
連
峰
、
磐

梯
山
、
吾
妻
連
峰
、
飯
豊
連
峰
な
ど

会
津
盆
地
と
取
囲
む
山
々
の
眺
望
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
頂
付
近
ま
で
は
車
道
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
会
津
観
光
を
堪

能
し
た
後
、
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
し

て
自
然
と
触
合
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
背
あ
ぶ
り
山
で
は
年
間
を

通
し
て
安
定
的
な
風
が
期
待
出
来
る

こ
と
か
ら
風
力
発
電
所
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
観
光
客
や
こ
れ
ら
の
施

設
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
る
こ
と

か
ら
、
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
官
と
し
て
着
任
し
て
か
ら
７
ヶ

月
経
ち
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

現
場
に
よ
っ
て
条
件
は
違
う
の
で

こ
れ
か
ら
も
山
を
歩
い
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
よ
り
良
い
森
林
を
造
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（７）平成２５年１１月１４日 関 東 森 林 管 理 局 第１１６号

猪苗代湖に接する国有林と磐梯山

赤瓦の鶴ヶ城

整備された背あぶり山公園

背あぶり山からの風景



十文字峠（標高 2035㍍）は、埼玉県西部

の 秩 父 市 と 長 野 県 川 上 村 と の 県 境 に あ り

「奥秩父山塊」の北部に位置し秩父多摩甲

斐国立公園に指定され、秩父市側は「秩父

山地緑の回廊」にも指定されています。

峠道の歴史は古く江戸時代以前から、埼

玉県と長野県の交易道として食料品や生活

物資等を交換するため、善光寺や三峰神社の

信仰の道として、峠越えをする多くの人の往

来がありました。

この峠道には、旅の安全を願って石仏（観

音像）が一里ごとに設置されています。

また、峠は中央分水嶺でもあり、埼玉県側

は荒川の源流、長野県側は千曲川の源流となっ

ています。

主な登山コースは、長野県川上村毛木平（も

うきだいら）からのコース（約２時間）、埼玉

と長野の県境三国峠からのコース（約４時間）

※市道は冬期間通行止、秩父市大滝（栃本）か

らのコース（約８時間）があります。

十文字峠の見所はなんといってもシャクナゲ

で、５月中旬から６月にかけて、ピンクや白の

花が登山コースのところどころに咲き、特に十

文字小屋周辺には広大な群生地があり満開の時

期には、見応えがあり多くの登山客が訪れてい

ます。

シャクナゲ以外にも春先には

ミツバツツジの紅紫色の花が色鮮

やかに咲き、原生林や渓流とのコ

ントラストは一見の価値がありま

す。

シャクナゲの開花状況は、十文

字小屋のホームページに掲載され

ますので、満開の時期に、ぜひ一

度訪れてはいかがでしょうか。

（埼玉森林事務所 広報広聴連絡

官 龍崎庄一）

平成２５年１１月１４日 関 東 森 林 管 理 局 第１１６号（８）

■ 埼玉森林管理事務所 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/saitama/index.html
〒368-0005 埼玉県秩父市大野原491-1

ＴＥＬ:0494-23-1260（代表） FAX:0494-23-1262

十文字小屋（十文字小屋ＨＰより）

十文字峠への登山コース（十文字小屋ＨＰより）

シャクナゲの群生地
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